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p次元目的変数 y = (y1, . . . , yp)
′と q次元説明変数 x = (x1, . . . , xq)

′ がN 個の個
体について観測され, これらの初期標本を

Y = (y1, . . . , yN)′, X = (x1, . . . , xN)′

とする. Y について正規性を仮定するが, 一般に

M∗ : Y ∼ NN×p(η
∗, Σ∗ ⊗ IN)

であるとする. ここで, η∗ : N × p, Σ∗ : p × p は真の平均, 共分散行列である. 多変
量逆推定問題では, 新たな観測値 y = (y1, . . . , yp)

′が得られたとき, 対応する xは未
知であるとして, これを推測することを問題にする. ここでは, Y と yに同じ線形回
帰構造

Y ∼ NN×p(1Nα′ + XB, Σ ⊗ IN),

y ∼ Np(α + Bx, Σ)

を想定する. このとき, xの推定量として, 初期標本によりパラメータの最尤推定量
Σ̂, α̂, B̂ を求め,

x̂c = (B̂ Σ̂−1B̂′)
−1

B̂ Σ̂−1(y − α̂)

と推定する伝統的な推定量や, 逆推定量などが用いられる. このような多変量逆回帰
推定問題において, y1, . . . , ypに関する変数選択問題を考える.

一つのアプローチは, たとえば, 変数の組 {y1, . . . , yk} が十分で, 残りの変数の組
{yk+1, . . . , yp}は追加情報をもたないというモデル

M1···k; B2 = B1Σ
−1
11 Σ12

を導入し, AIC 基準（Fujikoshi and Nishii (1986)）や Cp基準などを用いることで
ある. ここに, B = (B1, B2), B;q × kで, ΣijはΣの分割行列である. 他の変数選択法
として, 逆回帰推定量の平均 2乗誤差の推定量を構成することも考えられる. 本報告
では, これらの変数選択法の漸近的性質を調べ, 改良基準を提案する.
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